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第
五
七
回
原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
二
日
（
土
）、
二
三
日
（
日
）

○

会
場

九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

【
一
日
目
】

○

研
究
発
表

被
ば
く
と
奇
形

原
爆
映
画
に
お
け
る
そ
の
表
現
と
科
学

中
尾

麻
伊
香

○

セ
ッ
シ
ョ
ン
「『
原
爆
に
生
き
て
』
か
ら
『
こ
の
世
界
の
片
隅
で
』
へ

―
山
代
巴
を
中
心
に
」

報
告
１

『
原
爆
に
生
き
て
』
と
山
代
巴

―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
に
着
目
し
て

キ
ア
ラ
・
コ
マ
ス
ト
リ

報
告
２

『
こ
の
世
界
の
片
隅
で
』
の
成
立
過
程

―
大
牟
田
稔
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て

宇
野
田

尚
哉

○
「
原
爆
文
学
」
再
読
６

―
吉
本
隆
明
『「
反
核
」
異
論
』

坂
口

博

村
上

克
尚

加
島

正
浩

【
二
日
目
】

○

研
究
発
表

埋
葬
さ
れ
た
生
と
出
口
の
な
い
苦
痛

金

文
柱

―
「
韓
国
の
原
爆
文
学
」
の
地
理

通
訳

崔

範
洵

○

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
歴
史
修
正
主
義
と
一
九
九
〇
年
代
」

報
告

山
本

昭
宏

倉
橋

耕
平

コ
メ
ン
ト

中
谷

い
ず
み

第
五
八
回
原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
（
土
）

○

会
場

広
島
大
学
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
東
千
田
校
舎
Ａ
棟
一
階
講
義
室

○

研
究
発
表

放
射
能
汚
染
、
反
核
運
動
、
被
曝
者

―
世
紀
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
小
説

21

『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル
カ
ー
ン
ト

フ
ア
』
を
巡
っ
て

モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
イ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ン

戦
後
佐
世
保
に
お
け
る
核
の
「
軍
事
利
用
」
と
「
平
和
利
用
」

―
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
受
け
入
れ
騒
動
を
中
心
に

東
村

岳
史

第
五
九
回
原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
一
九
年
七
月
二
七
日
（
土
）、
二
八
日
（
日
）

○

会
場

広
島
大
学
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
東
千
田
校
舎
Ａ
棟
四
〇
二
講
義
室

【
一
日
目
】

○

研
究
発
表

原
民
喜
『
原
爆
以
後
』
再
考
察

―
「
鎮
魂
歌
」
を
中
心
に

遠
田

憲
成

○

Ｔ
Ｖ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
原
爆
小
頭
症

趣
旨
説
明

山
本

昭
宏

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
原
爆
が
遺
し
た
子
ら
』

（
二
〇
一
七
年
中
国
放
送
製
作
）
上
映

コ
メ
ン
ト
・
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク

平
尾

直
政

東

琢
磨

大
牟
田

聡

全
体
討
論

【
二
日
目
】

○

研
究
発
表

被
爆
し
た
南
方
特
別
留
学
生
と
戦
後
の
日
本
社
会

―
そ
の
記
憶
の
形
成
の
史
的
展
開
に
つ
い
て

平
野

裕
次

"U
nspeakable

T
houghts

U
nspoken"

を
描
く
こ
と

―
『
父
と
暮
せ
ば
』
とB

eloved

に
見
る
「
近
代
的
生
」

小
林

朋
子

○
「
原
爆
文
学
」
再
読
７

―
青
来
有
一
『
爆
心
』

楠
田

剛
士

畑
中

佳
恵

四
條

知
恵

◎

彙

報


